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わたくし は 自分 達 を 夫と か 妻と か 考えません。 

同棲す る 親愛な そして 相 憐れむ ベ き 人間 同志と 思 つ 

て& ます。 そして 元来が 飽き 安い 人間の 本能 を 征服 

で き いんねん 

出来て 同棲 を 続ける 者 同志の 因縁の 深さ を 痛感し ます。 

とうと あくまで 

わたくし は 因縁 こそ 実に 尊 くそれ を 飽迄も 大切に す 

べき もの だと 信じて 居ります。 其処に 優しい 深切な 愛 

情が 当然 起る のであります。 

わたくし も わたくしの 同棲 者 も 元来が 或る 信念の 上 

じゅうじゅん じょうそう ひとところ 

に 立つ と 従 順な 人間に なり 生活 意識 や 情操が 一 所 

しゅうちゅう かえ 

に 集注す るた ちと 見えます。 (それゆえ 却って この 

信念 を 樹立し 合わなかった 昔 はお 互いに 或る 部分が 少 



さんまん 

し 散漫な 所 も ありました) 

さて、 わたくし 達 は 「夫婦」 だな どと^ われる とび つ 

くりす るよう なへんな 気が いたします。 「夫婦」 でな 

いと 云う の も そらぞらしい でしよう、 でも それ 以上と 

かそれ 以下と かそれ 以外と かも 云えない のでしょう ね。 

強 い て 形容詞の なか へ 入れられな いような 人間 同志が 

rj! じょう ぁヽ らくち われ 、 、 

無上の 信頼と 哀楽と 相 憐とを 共に して 生きて 居る。 I 

すで 

既に 同一 感情と 生活 意識の 上に 立って 生きて 居る と 

しま すれば 一 つの もの を 喰べ、 同じ 所 を視、 なるべく 

同じ 所に 居た いのは あたりまえです。 



ところ 

(他所へ つれて 出ても らう ことより 今の 処 別に 何も 世 

話 はや かせません が) それが 習慣と なれば 随 つて 自 

然に その 時々 の わたくしへ の 労力と 思 つ て 呉れる で 

しょう。 

がんらい ひま 

元来 家事に むかない 私が 自分の 研究の 暇 を さいて、 

if- 

とにかく それに 励む ようにな つたの も 仕向けられ るば 

かりで は 済まない これによ つて 仕向けて 上げようと 云 

う 意力から 始まった 事です。 それから 又い くら 信念の 

上に 立った 親愛 同志の 同棲 者に 対してで も、 やはり 

ささ い 

些細な 観察 や 評価の 眼 は にぶらして はなり ません。 そ 

その ださん 

れは 決して 其 結果に よ つ て 打算的な 仕向け を するとい 



う 卑しい 考えから では 無くて、 自分の 身辺 を晦 まして 

置く という 手前勝手 を 許さない 事に なり、 また 本当に 

自分の 親愛な も の の 心 を 停滞 さ せ 腐敗 させ 無 い 為の や 

はり 歙 明な 愛の 作業 だと 思います。 時には 怒り も 憎み 

もします。 しかし それ は 私情の 憎み や 怒りと は 違い ま 

す。 (私情で 怒ったり 憎んだり した 時 は 直ぐに 私は自 

分に 恥じます。 そして 対 者につつ しんで あやまり ま 

す。) 

うやうやしき 礼 の 八 千度 さ かしらの わが ひ と 言 は 

ゆるし 賜ぶ ベ し。 

氺 



& つて 椽の 下に さがしに 行ったり どろ だらけな 靴下 を 

つくろって やる こと もあります。 しかし わたくしの 

げ た そろ 

下駄 も 子供に 揃えさせる こと も あり 郵便 を いれに やる 

こごと 

^ J ともあります。 こちらが 小言 を 云う 時 も ありあ ちら 

から 意見され る こと もあります。 

じょちゅう よけい しゃべり うそ 

女中に 対しても 同じです。 余計な お 饒舌 や 譃言を 

云う 時には 口で は 云わずに なるたけ きつ い 顔して 無言 

のい ましめ をして やります。 でも 使い過ぎたり 思い 違 

いで 云い 過ぎたり したと 分れば 「気の毒し ました ご 「す 

まなかった ご は 直ぐ わたくしの 口から 出ます。 

これら は 何も 家庭 円満 を はかろう の暮 しょく 家庭 を 



ましたまで です- 
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